
 
  

   

防災塾 実施報告書 

 

北沢総合支所地域振興課 

梅丘まちづくりセンター 

 

１ 実施日 令和５年１２月３日（日曜日）午前１０時～正午 

 

２ 場所  梅丘地区会館 第１・第２会議室 

 

３ 参加人数 ３０人（町会・自治会関係者２５名、梅丘あんしんすこやかセンタ

ー職員１名、社会福祉協議会梅丘地区事務局職員１名、商

店街関係者２名、PTA 関係者１名） 

 

４ テーマ 

   避難所運営の実際 

    ～地域で見守り支えあえる災害時の拠点をめざして～ 

 

５ 実施内容 

（１）開会挨拶 北沢総合支所地域振興課長 三浦 与英 

  

（２）講演、質疑応答 

   講師：せたがや防災ＮＰＯアクション 代表 宮崎 猛志 氏 

    ・今年の災害について 

    ・避難所運営に実際と、発災時のそれぞれの役割とは 

    ・在宅避難に向けた各家庭の備えについて 

   

（３）グループワーク、発表、講評 

・各家庭の備えについて 

 

 （４）閉会挨拶 梅丘まちづくりセンター所長 木村 浩規 

 

６ 成果物 

  （１）講演、グループワーク要旨 

  （２）当日の写真 

  （３）アンケート集計表 
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「避難所運営の実際 ～地域で見守り支えあえる災害時の拠点をめざして～」 

講演、グループワーク要旨 

 

１ 講演 

〇今年の災害について 

 ６月～９月にかけて大雨、洪水被害、特に都市型水害といわれる「内水型氾濫」の

被害が多発した。大雨により、下水等の処理能力を超える、または河川の水位が高く

なって水が住宅街に流れ込んでくる現象で、世田谷区などの首都圏でも起こりうる。

水害からの復旧では「乾燥」が重要になるが、この観点で考えると昔ながらの木造住

宅のほうが乾燥させやすく、使用されている木材も再利用できるので水害には強いと

いうことになる。また、水に浸かって使えなくなった家財など、大量に排出されるご

みも水害の大きな課題。家に入り込んだ泥や使えなくなった家財の運び出し、被災地

域の見守りにはボランティアの力が欠かせない。余談だが、水害で発生した泥をごみ

として出す際、土嚢袋に入れるのではなく、泥だけ山盛りにして出すのが良い。袋に

入れてしまうと、泥を取り出す作業が発生し、多くの人的コストがかかってしまう。 

 

〇避難所運営に実際と、発災時のそれぞれの役割とは 

（１）看板の作成 

 避難所を自治体（区）が運営していると思っている人は結構多い。避難所を開設し

たらまず、「看板」を出して、以下のことを伝えることが重要。 

・避難所は家屋が倒壊するなどして自宅で過ごせない方が生活する場であり、自宅

が無事な方は在宅避難をしていただきたいこと。 

・避難所は「自治」で運営しており、避難所のルールを守っていただきたい（＝ル

ールを守れない方は利用できないこともある）こと。 

・帰宅困難者等には別途、専用の避難所があること（案内も準備しておくとよい） 

 

（２）避難所運営の実際（熊本地震の事例を中心に） 

 ①初動期～避難所開設に向けて 

  ・土足禁止の徹底、清掃・区割・通路の確保 

  ・名簿の作成（個人情報の収集を敬遠する方もいらっしゃるが、支援につなげる

ための必要な情報として理解していただくことが重要。） 

  ・衛生・ごみ（飲料水は割とすぐに手に入るが、困るのは生活用水。消毒液もア

ルコールだけではなく、ノロウイルスにも効くタイプが必要。すぐにゴミが溜

まるので、ペットボトルはつぶすなど、減量化がカギとなる。また、避難所の

ごみは出来る限り敷地内に保管しておく方がよい。敷地外に出すと在宅避難者

もゴミ出しに来て、大量のごみが溜まることがある。） 

  ・情報（行政が発信する情報の整理、分かりやすく Q&A 形式にまとめるなどの翻

訳も必要となる。） 
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  ・炊き出し・給食（人手が確保できれば、温かい食事も提供できる。） 

  ・ペット（熊本ではペットを飼っている人は基本的に在宅避難、家に住めない場

合に限り、避難所（屋外）でペットを受け入れた。在宅避難している人向けに、

ペット用の物資を避難所で配布した。） 

  ・適度な運動（朝昼晩の食事の前に体を動かす時間を設けた。） 

  ・適度な休憩・休息（避難所運営委員が疲れないよう、避難者から見えない場所

に休憩スペースを。会議や個人情報を保管する場所としても必要。） 

  ・物資（物資が不足しているときも「ある分だけ配る」ことが基本。プッシュ型

支援により、物資がどんどん送られてきて、物資が余るときが来る。最初に配

っておかないと、余った時にもらってもらえない。また、物資が避難所に収ま

らない場合は、町会・自治会などの地域で空いているスペースで配布すること

にした。在宅避難者にとっても、身近な場所で物資が受け取れ、近隣の方とつ

ながるきっかけにもなった。） 

 ②安定期～（避難生活支援） 

  ・受援力（企業からの支援申し出があったら、すぐに受入れ判断をする。企業側

も支援実績をＰＲしたいので、受入れを検討しているうちに他の避難所に行っ

てしまう可能性がある。） 

 ③自治組織へ移行・学校再開へ 

避難所自体は運営委員による自治組織だが、運営委員にも生活があるので出来

る限り早めに避難者自身による自治へ移行することが望ましい。運営委員はマ

ネージャー、避難者がプレイヤーとして活動することが大事。その調整にぜひ、

利害関係のないボランティアを活用いただきたい。 

 

（３）避難場所から被災者支援拠点へ 

  住宅の耐震化や不燃化が進み、地震後の生活も在宅避難がベースになりつつある。

避難所は情報の発信、物資の供給など、「地域の被災生活を支援する拠点」として

の役割にシフトしている。いっぽう、在宅避難の課題は個別対応が必要なケースが

多く、避難所運営員だけでは人手が足りなくなることが考えられる。ＮＰＯなど、

地域で活動している団体とつながり、外部支援の積極的な活用を考えてほしい。 

 

〇在宅避難に向けた各家庭の備えについて 

 避難所運営に関わる皆さん自身が、在宅避難できるよう準備しておくことが重要。 

 避難行動（発災後、危険を逃れるための一時的な行動）と、避難生活（一定期間続

く行動）の区別を。被災したとき、自分にとっての困りごとを具体的に考える。この

時、発災直後、発災から１時間後、発災から１日後など、「時間軸」を意識して考え

ることで、備えの優先順位を決める事ができる。 

 家庭で必要な、実践的な備蓄物品を考える（フェーズフリーを取り入れる、ローリ

ングストック、継続的な避難生活の質を保つための栄養補助食品などの備蓄）。 
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 避難の選択肢を持つ（在宅避難のほかに、縁故避難、疎開避難なども検討）。 

 

２ グループワーク 

 テーマ「在宅避難に向けた各家庭の備えについて」 

 ▼我が家（私自身、家族など）の困りごとは何だろう？ 

 ▼その困りごとは、いつ起きるだろう？ 

 ▼今の我が家の備えはどうなっている？ 

  について、個人で考えた後、グループで意見交換・発表。 

 

 発表された意見と講評（抜粋） 

 ・家族構成を考えると、お風呂の残り湯だけでは生活用水が不足するかもしれない。

補助制度もあるようなので、雨水タンクの設置を考えたい。 

 ・近所の内科は把握しているが、けがを処置してくれそうな外科に心当たりがない。 

⇒（講評）地区にある災害時の拠点病院をあらかじめ確認しておく。 

 ・発災した時、家族が離れ離れであった場合に連絡が取れるか不安。 

  ⇒（講評）災害伝言ダイヤル「１７１」に加えて、各携帯電話会社が提供してい

る災害時のサービスを事前に確認しておく。災害時は電話よりもパケット型

通信のほうが強い（発信してすぐは送信できないが、データを貯めておいて、

つながったときに少しずつ送信される仕組み。） 

 ・スタンドパイプは使いこなせるか不安がある。いざとなったらバケツリレーで対

応することになりそう。また、商店街に設置してある消火器も使える。 

  ⇒（講評）火災については感震ブレーカーの設置も考えてほしい。阪神大震災や

東日本大震災のときも、電気による火災が多く発生した。 

 ・下水管が使えるか確認できるまで、普通のトイレは使えないので、家庭でも簡易

トイレの備えが大事である。 

  ⇒（講評）下水管が建物の外に出ているタイプの住宅は特に管が外れやすいので、

自分の家のタイプがどうなっているか要確認。 

 ・真夏に外出先で被災した場合、一時集合所などで水などがもらえるのか心配。 

  ⇒（講評）真夏だったら？という切り口は重要。近年は真夏に地震が起きた事例

が少ない（起きたとしても比較的涼しい気候の場所）。停電が発生し、空調

が使えず熱中症のリスクが高まる。 

 ・避難所開設～閉所までの流れで、地震発生から４８時間以内で避難所を開設する

ことになっているが、運営委員も自分の家の対応があり、開設のために動けるよ

うになるのは４８時間以降でないと難しい。 

⇒（講評）タイムラインはあくまで目安。災害の種類や規模によって、発災直後

から避難所を開設できるケースもあるし、数日後でないと開設できないケー

スもある。 
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当日の様子 
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日　付 令和5年12月3日

地　区 梅丘

１－１）ご自身について（性別）

①男性 ②女性 ③未記入等

数 12 13 3

１－２）ご自身について（年齢）

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代以上 未記入等

数 0 0 0 2 3 5 13 3 2

①会社員 ②公務員 ③団体職員 ④自営業
⑤パート・
　アルバイト

⑥専業主婦
　（主夫）

⑦無職 ⑧その他
（未記入含む）

数 2 0 1 4 2 7 8 4

②令和２年度 ③令和３年度 ④令和４年度 ⑤未記入

数 4 5 8 14

①十分できている ②ややできている ③どちらとも言えない ④あまりできていない ⑤まったくできていない

数 5 21 1 2 0

数 数

14 13

7 7

14 10

21

数 数

15 6

4 13

4 7

12

11

①今までと同じく、ワークショップ形式のグループで議論

②課題や対策のテーマ別に関わる関係者だけがそれぞれ集
まって具体的に議論

2

⑥地区のいろんな方のアイデアが集まって、自分たちで
できる災害対策が講じられた。

⑤災害時の地域の課題が、地区住民の視点から具体化さ
れた。

②自分の地域でどの程度の被害が発生するかわかった。

①自分の地域でどのような災害が起こりうるかわかった。

④地域防災の考え方（住民の目線から課題と対策を検討す
る）を学ぶことができた。

③災害時に自らがとるべき避難行動を理解することができた。

⑥行政の防災担当者により防災対策の実態に関する詳し
い説明

⑦参加した地域のいろんな方と関係性が作られた。

防災塾アンケート用紙（とりまとめ）

4　上記の「3」の理由をご自由にご記入ください。

１－３）ご自身について（職業）

2　今まで参加した防災塾の開催年度について

3　防災塾に参加して、地域防災について十分な意見交換や議論ができたと思いますか。

①令和元年度（平成３１年度）以前

7

⑦防災専門の先生や被災対応経験者を招いた防災の工夫
や事例に関する防災講演

③よりコアな少数のメンバーが集まって地区全体の課題と対
策をより具体的に議論

⑧地域の課題と対策について、いろんな地区住民から広
く意見がもらえる会合

⑨その他（この取組みは人数を限定するのではなく多く
の方に知ってもらった方が良いと思うので、例えば動画
配信等あると良いと感じます。／避難所運営の事例学
習。）

④防災まちあるきや安否確認訓練などの体を動かす体験

⑤課題と対策のアイデアに関する他地区の防災活動の事例紹介

・班のメンバーは全員顔見知りでいろいろ話が出来ましたが、時間が足りませんでした。民生委員や町会の防災担当の方と一緒に主に避難所の運営につい
て議論しました。

・グループワークで話題が外れてしまった。

・改めて重要な点がわかった。

・時間的な制限、防災と議論するにはいくら時間があっても足りない為。

・グループワークでは皆さん活発に発言出来ていたと思う。

5　防災塾に参加して学んだことや気づいたこと

6　今後の希望する「防災塾」の進め方について
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数 数

11 5

3 1

8

①知っていた ②知らなかった

数 9 14

数 数

13 13

13 6

9 9

①継続して
参加したい

②都合がつけ
ば参加したい

③どちらとも
言えない

④あまり参加
したくない

⑤まったく参
加したくない

数 11 14 1 0 0

１1　「防災塾」のご感想や「災害対策や地区防災計画」に関するご意見・ご要望など、自由にご記入ください。

＜その他＞

１0　防災塾に継続して参加したいと思いますか。

②初期消火や要配慮者支援等の地域の課題別の防災マップ作成

④検討した対策の実現に向け、地区全体の具体的なルー
ルづくりや担当決め

⑤全く知らない。

9　地区防災計画の今後の見直し・検証において、重点的に実施したいと思うこと

⑤計画に記載している課題と対策に加え、より多くの住
民視点からの課題と対策の追加

③検討した対策の実現に向け、協力関係者への声がけと対策
方法に関する話し合い

⑥避難訓練、消火訓練等、災害時の対策が実現できるか
体を動かした検証（実践）

①地域の課題に対し、防災まちあるきを通じた危険個所や地
域資源の発見と整理

②他所の地区で作成された地区防災計画を読んだことがある。

③防災塾で説明を聴いたことがあり、ある程度は知っている。

7　地区防災計画制度がつくられたが、本制度の内容はご存知ですか。

①地区防災計画作成のガイドラインを読んだことがある。 ④言葉は聴いたことがあるが詳しくは知らない。

・自分に対して今一度防災について考えるチャンスを与えていただいた事に感謝しております。

・良かったです。勉強になりました。

8　平成２９年3月より、地区防災計画を区HPに掲載していますが、ご存知ですか。

・避難所運営について参考になる事が多くあり良かったです。

・初めて参加しましたが、実際に多くの災害に対応された講師のお話が聞けて大変勉強になりました。グループワークの時間が足りず、もう少しじっくり
と話をしたかったのが正直な感想です。また次回も参加したいと思います。

・改めて備えの大切さがわかった。

・とても参考になりました。

・防災に関するファシリテーターが各自治会にいると良いなと思いました。講師のお話や、今日やったワークを町会や避難所運営メンバーで１年に１回で
も出来ると良いと思いました。

・グループワークが無意味に感じる（話がそれてしまったので）。

・町会でもたくさんの方に聞いてもらいたいので、参加者が同じ役員ばかりにならないようにしたい。

・いつも町会の同じメンバーが出席しているような気がする。町会に属していない人でも参加出来るような呼びかけが必要（小学校・中学校の保護者
等）。

・講演は大変参考になりました。

・参加している人のバックボーンが分からないのであまり議論にならなかった。
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防災塾 実施報告書 

 

北沢総合支所地域振興課 

代沢まちづくりセンター 

 

（１）実 施 日  令和６年２月８日（木曜日）午後２時～４時 

 

（２）場  所  代沢まちづくりセンター 活動フロアー 

 

（３）参加人数  ４５人 

・出席団体：町会、身近なまちづくり推進協議会委員、青少年代沢地区委員、 

小学校 PTA、民生・児童委員、日赤奉仕団地区分団 

・その他関係団体：北沢警察署（地域課、警備課）、世田谷消防署北沢出張所、消防団、 

社会福祉協議会、あんしんすこやかセンター、児童館、区職員 

 

（４）テ ー マ  共助の推進で高める地区防災力 

 

（５）実施内容 

① 開会挨拶           北沢総合支所地域振興課長  三浦 与英 

② 代沢地区防災マップの紹介   代沢まちづくりセンター係長 鴨池 正人  

③ 避難行動要支援者支援について 代沢まちづくりセンター係長 鴨池 正人 

④ 意見交換・質疑応答 

⑤ グループワーク （テーマ：共助の推進で高める地区防災力） 

⑥ 発表・情報交換 

⑦ 北沢警察署の災害対応訓練実演                 

・テコを利用した重量物の持ち上げ 

・簡易担架による負傷者搬送 

・身近なものを利用した避難要領 

⑧ 閉会挨拶           代沢まちづくりセンター所長 森 芳章 

 

（６）成果物 

【別紙１】代沢地区防災マップ 

  【別紙２】避難行動要支援者支援についての資料 

  【別紙３】意見交換・質疑応答、グループワークまとめ 

  【別紙４】実施風景 

  【別紙５】アンケート集計表 
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【別紙１】代沢地区防災マップ（令和６年１月発行） 
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【別紙２】講演資料① 
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【別紙２】講演資料② 
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【別紙２】講演資料③ 
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【別紙３】意見交換・質疑応答、グループワークまとめ 

 

【避難行動要支援者支援について】 

○意見交換・質疑応答まとめ（主に町会） 

・災害発生時に、まず自分の身の回りの安全対応を行うことを考えると、避難行動要支援 

者の避難支援にまで手が回らないのでは。町会は避難所運営も行わなくてはならない。 

・これから本格的に支援の体制づくりに乗り出しているところ。同意者名簿に記載されて 

いる方にとどまらず、町会担当者、民生委員で連携して訪問活動を進めていくつもり。 

・代沢地区社協が作成した「見守りあんしんカード」（高齢者見守りのための緊急連絡先、 

本人情報などを記載した、区の個別支援カードに似た様式）を活用し、要支援者支援に 

つなげたい。災害時だけでなく、普段から困ったときに町会に連絡をしてもらえる関係 

性を築いていくことが重要。 

・本人への訪問は、過度に警戒される場合もあるため民生委員が行うケースが多い。 

（区）⇒支援制度についてきちんと周知されていないため、町会、民生委員に同じ同意者 

名簿が配布されていることも知られておらず、両者がうまく連携できていないと 

いう話も聞いていた。この防災塾のように、関係団体が集う場を利用し、区とし 

ても情報発信を続けていきたい。 

・うちの町会はなかなか支援を進められていない。訪問や声かけなどをしていても、断ら 

れる場合がある。 

（区）⇒普段から顔を合わせている関係であれば支援も行いやすいが、あまり人付き合い 

のない方や外に出られない方もいるので難しいことは多いと思う。そういった方 

でももしかしたら民生・児童委員や、あんすこ、社協などとは接点があるかもし 

れないので、関係者間で連携しながらサポートできるよう区も協力していきたい。 

・現在町会の４名が支援担当として名簿を管理しているが、なかなか進まない、防災部か 

らも担当を増やして活動したいと考えているが名簿はもらえるのか。 

（区）⇒名簿管理責任者として申請いただければ名簿配布は可能。また、名簿自体の複写 

は禁止だが、町会の担当者間で情報共有しながら支援を進めていただくことは問 

題ない。 

・うちの町会は避難行動要支援者支援や要配慮者への訪問については、一番進んでいると 

思う。ただ、やはりいきなり町会の役員などが訪問すると警戒される方もいる。気持ち 

をやわらげ、話し合える関係性構築には、手土産などを持参して何気ない会話から始め 

ることが重要。町会予算で賄っている。 

・区から提供された同意者名簿に加え、町会が独自で作成した名簿（各戸にアンケートを 

配布し、災害時に支援を希望するか、普段の訪問を希望するか等を回答してもらいリス 

トアップしたもの）を作成しており、町会役員、民生委員で共有し支援に役立てている。 

要支援者名簿にリストアップされる対象者以外にも、配慮や支援が必要な方はいる。 

（区）⇒ひとり暮らし高齢者や障害者など、区が把握している情報だけでは行き届かない 

部分もあると思われる。ぜひ、日ごろの見守りなどで得た情報を区にも共有して 

もらいたい。 
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【グループワーク：共助の推進で高める地区防災力】 

※町会、PTA、消防、警察など、関係団体混合のグループを作り、地区防災、共助の推進 

をテーマに自由に話し合ってもらう。 

 

○グループで出た主な意見まとめ 

（町会）うちの町会には商店が集まっているエリアがあり、また若者が多い北沢地区にも 

近い。災害時には住民でない避難者や帰宅困難者が移動してくることも想定される。 

今後は地区同士も連携して、いかに被害を抑え、犠牲者を減らすかを考えなくてはな 

らない。 

（町会）代沢地区は道が狭い。緊急車両の通行に支障をきたすことも大いに考えられるた 

め、自助・共助の意識は大事。 

（町会）警察・消防が来るまでに何をどれくらいしなければならないか、勉強会などを開 

いて検討する必要がある。町会の垣根を越えて助け合えるよう考えていきたい。 

（PTA）小学校では毎月避難訓練を実施しており、地震、火事、不審者などの対応を想定し 

て取り組んでいる。また、PTA でも防災マップを作成しており、パトロールの担当者 

が毎週地域を見回っている。避難所への経路では、道路、建物外壁、樹木など、危険 

な箇所をチェックしている。 

（PTA）池之上小学校が改築工事を終え新しくなるが、避難所運営の現在の状況などが全く 

わからない。避難所運営に携わっていない人間は一から確認することから始めるため、 

知識や技術習得のハードルが高い。 

（地区住民）避難所運営訓練の一般参加者が少ないと聞く。イベント性を持たせるなど、 

子どもが興味を持つような訓練の進め方が必要。夜間の宿泊訓練なども実施してほし 

い。 

（地区住民）行政は在宅避難を推奨しているが、自宅に留まった人たちに対して情報や支 

援物資をどう届けるのか具体的に検証、シミュレーションしているのか。システム構 

築、体制について、現在の周知方法ではまったく見えてこない。 

（地区住民）災害時は若い人が軸になって動かないと難しいが、町会の防災活動に参加し 

づらい状況がある。 

（警察）能登半島地震のケースなどを参考に災害時の警察の役割として、広域緊急援助隊 

が被災地入りし、救出救助、検死や捜索活動を行うほか、交通路の確保、窃盗や空き 

巣などの地域の見回りなどを行うこととなっている。 

（消防団）災害時に火災や建物倒壊などが複数個所で発生すると、消防署では対応しきれ 

ない場合もある。そういったときに迅速に動けるのは地元の住民である消防団。比較 

的若い人材が登録されているが、人数はまだまだ少ない。代沢地区を担当する分団で 

も、現在３０人弱のメンバーで地区全体を対応することになっている。もっと周知、 

理解を進めていきたい。 

（消防団）消防団は消防と連携し災害にあたるが、その前にまずは自分たちでなんとかで 

きる備えが必要。町会の防災倉庫、警察や区の施設にも救助用機材などがあると紹介 

があったが、どこに何があるのかを知り、使い方を習得しておかなければ意味がない。 
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【別紙４】実施風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

開会式 代沢地区防災マップの紹介 

避難行動要支援者支援について(制度説明) グループワーク 

発表 

閉会式 

 

グループワーク 

  
北沢警察署の災害対応訓練実演 
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【別紙５】アンケート集計表 

日　付 令和6年2月8日

地　区 代沢

１－１）ご自身について（性別）

①男性 ②女性 ③未記入等

数 8 12 1

１－２）ご自身について（年齢）

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代以上

数 4 6 7 4

①会社員 ②公務員 ③団体職員 ④自営業
⑤パート・
　アルバイト

⑥専業主婦
　（主夫）

⑦無職 ⑧その他

数 2 4 2 2 8 1

②令和２年度 ③令和３年度 ④令和４年度

数 3 4 10

3　防災塾に参加して、地域防災について十分な意見交換や議論ができたと思いますか。

①十分できている ②ややできている ③どちらとも言えない ④あまりできていない ⑤まったくできていない

数 2 12 4 3

数 数

3 7

8

7 5

12

数 数

8 8

3 5

3 5

5

8

・時間が足りない。・様々な機関がどういったところで活動しているか等が、少しずつ理解されている。

・「要支援者」の説明が（特に用語）心に響いて来なかった。町会は、やれることをやるのみと感じた。雑談的なワークショップは良かった。

・これから自分たちでしなきゃいけないことが分かった。・うちの町会の避難行動要支援者支援が進んでいてあまり新しい情報はなかった。

・行政との「つながり」がかならずしもうまくいっていない思いです。・意見交換止まり、議論するにはテーマや参加者それぞれに準備が必要。

5　防災塾に参加して学んだことや気づいたこと

6　今後の希望する「防災塾」の進め方について

②自分の地域でどの程度の被害が発生するかわかった。

防災塾アンケート用紙（とりまとめ）

4　上記の「3」の理由をご自由にご記入ください。

１－３）ご自身について（職業）

2　今まで参加した防災塾の開催年度について

・いろいろな地域の防災への取組状況、悩みなどを学べた。・他の町会のことを聞くことができた。・初出席のため参考になった。

⑦防災専門の先生や被災対応経験者を招いた防災の工夫
や事例に関する防災講演

③よりコアな少数のメンバーが集まって地区全体の課題と対
策をより具体的に議論

⑧地域の課題と対策について、いろんな地区住民から広
く意見がもらえる会合

⑨その他（⑧について大学生や高校生も)

③災害時に自らがとるべき避難行動を理解することができた。 ⑦参加した地域のいろんな方と関係性が作られた。

①今までと同じく、ワークショップ形式のグループで議論

②課題や対策のテーマ別に関わる関係者だけがそれぞれ集
まって具体的に議論

④防災まちあるきや安否確認訓練などの体を動かす体験

①令和元年度（平成３１年度）以前

3

⑥地区のいろんな方のアイデアが集まって、自分たちで
できる災害対策が講じられた。

⑤災害時の地域の課題が、地区住民の視点から具体化さ
れた。

①自分の地域でどのような災害が起こりうるかわかった。

・環七を挟んで水の運搬をどの様にするのか？が心配です。

1

⑥行政の防災担当者により防災対策の実態に関する詳し
い説明

⑤課題と対策のアイデアに関する他地区の防災活動の事例紹介

④地域防災の考え方（住民の目線から課題と対策を検討す
る）を学ぶことができた。

・今回はほとんど避難行動要支援者のことについてだったので、他の防災への取組についても学びたかった。警察のパフォーマンスが良かった。
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数 数

4 7

1 1

6

①知っていた ②知らなかった

数 8 10

数 数

5 7

4 5

7 4

①継続して
参加したい

②都合がつけ
ば参加したい

③どちらとも
言えない

④あまり参加
したくない

⑤まったく参
加したくない

数 8 7 3

１1　「防災塾」のご感想や「災害対策や地区防災計画」に関するご意見・ご要望など、自由にご記入ください。

・100年前の大地震で起きた虐殺を想起された。今考えるべきは「テロ」ではないはず。「テロ」防止は住民レベルではできません。大丈夫ですか。

・広域避難所の入り口が分からないので、防災マップに加筆してほしい。

・北沢地域では要支援者ご本人あてに個別避難計画にかかわる調査票を送付していそうだが、未提出者に対して区はどのようなアフターケアをされ
　ているのか知りたい。

・警察の方の説明はとても良かった。町会でも用意しなくてはと思った。・地区防災計画のより具体的化についてはどうするか。

・平成29年から時間がたちすぎているので更新してほしい。・警察から防災と関係のない「テロ」推しのパンフレットを配られて不快だった。

①地区防災計画作成のガイドラインを読んだことがある。

・それぞれの課題にかける時間が少々短い、消化不良。・代沢地区内それぞれの災害対策、要支援者支援の話がきけて参考になった。

・夜の避難所訓練があると聞き参考になった、ぜひ実行できれば良い。いざというときの情報共有、自宅避難者に対しての反応は？

・災害に対する各人の想像力を付けていかないといけないと思った。都、区、町会が何かしてくれると思ってはいけないことをしらせていきましょう。

・災害時、代沢地区での情報発信を受信できるシステムを作ってほしい。・親子で取り組める防災への備えとして参加できる企画ができれば良い。

8　平成２９年3月より、地区防災計画を区HPに掲載していますが、ご存知ですか。

7　地区防災計画制度がつくられたが、本制度の内容はご存知ですか。

④言葉は聴いたことがあるが詳しくは知らない。

②他所の地区で作成された地区防災計画を読んだことがある。

③防災塾で説明を聴いたことがあり、ある程度は知っている。

9　地区防災計画の今後の見直し・検証において、重点的に実施したいと思うこと

⑤計画に記載している課題と対策に加え、より多くの住
民視点からの課題と対策の追加

⑤全く知らない。

③検討した対策の実現に向け、協力関係者への声がけと対策
方法に関する話し合い

⑥避難訓練、消火訓練等、災害時の対策が実現できるか
体を動かした検証（実践）

①地域の課題に対し、防災まちあるきを通じた危険個所や地
域資源の発見と整理

・専門家の意見、話を知った。

＜その他＞スタンドパイプ体験、夜の避難所訓練等

１0　防災塾に継続して参加したいと思いますか。

②初期消火や要配慮者支援等の地域の課題別の防災マップ作成

④検討した対策の実現に向け、地区全体の具体的なルー
ルづくりや担当決め
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防災塾 実施報告書 

 

北沢総合支所地域振興課 

新代田まちづくりセンター 

 

（１）実施日  令和５年１１月１２日（日）午後２時～４時 

 

（２）場  所  新代田まちづくりセンター 地下体育室 

 

（３）参加人数 ２６人（町会、身近なまちづくり推進協議会委員） 

 

（４）テーマ 

   「まちあるきで、新しい防災資源を発見しよう！」 

  【講師＆案内】せたがや防災 NPOアクション  宮崎 猛志 氏 

         せたがや防災 NPOアクション  柴田 真希 氏 

（５）実施内容 

 ① 開催主旨説明 

   

② 講師によるガイダンス 

〇首都直下型地震が発生したら・・・どんなことが心配か？ 

  ・具体的にイメージし、大切なのは正しく恐れることです。 

   どうやって生き残るか。次に、どうやって日常を取り戻すか。 

〇まちのつくりを知る・地図の活用 

・地盤の問題（暗渠、埋め立て）、地名の問題（池、川、沢、谷など）を知るこ 

とも大事なことです。 

  ・まちにひそむリスク、地域のリスク、防災資源を確認しましょう。 

〇どんな視点でまちを見る？ 

  ・まちの強みは何だろう？ ～いいところを探そう！見つけよう！～ 

   地域の皆さんにとって「役に立つ場所や施設」「新しい活用・連携方法を考え 

たい場所」「災害復興に向けて大切に残しておきたいところ」など、災害時に 

役に立つかな？どこに相談したらいいのかな？と、積極的な視点でまちの強み 

を探してください。 

防災まち歩きのポイントは、新しい防災資源の発見にあります。 

  ・例えば、こんなところ 

   事業所、新聞販売所、運送会社、スペースなど、もしかして役立つかもしれな 

い（協力してくれそうな事業所、生活用水の確保、若者がいる＝若い力支援が 

期待できそうなところ、トラックがある＝輸送の協力、スペース＝有効に使え 

る など） 
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 2 / 4 

 

 

③ まちあるきスタート！ 

   まちづくりセンターを出て、地区の真ん中を通る 

   環状七号線を北側の大原方面、南側の代田方面に 

   分かれて防災資源を歩いて確認、発見 

 

 

 

  〇北側（大原方面）のポイント 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

【発見したこと】 

・葬儀場は１階にガレージ、駐車場があり、飲食料の提供場所などに利用できるの 

ではないか。また、葬儀場は地域に協力的でもある。 

・ペットホテルはペットの同行避難のサポート、動物の見守りに協力してもらえる 

のではないか。 

 ・市民緑地に「井戸水提供の家」の表示があるのを発見できた。 

・コインパーキングなどの空地は、飲食料の提供場所、炊き出し等、有効に使える。 

・ここにある産婦人科医院を拠点にして、妊産婦の移送などできるかもしれない。 

 ・環状七号線は震災の時は横断できるのだろうか。地下道はあるが通れるのだろう 

か。何か活用はできるだろうか。 

・ガソリンスタンドは堅牢な造りで安全な施設といえる。また、お助けステーショ 

ンにもなっている。 

 ・住宅の近くは気にしていたが、環状七号線沿いには、消火栓が多くあることに気 

づいた。 

 

 

 

 

 

京王線 

井の頭線 

小田急線 
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〇南側（代田方面）のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【発見したこと】 

 ・事業所が多い、協定など結んで何かできるのではないか。 

 ・ポイント以外にも空地が要所にあり有効に使えるのではないか。 

 ・ガソリンスタンドは堅牢な造りで安全な施設といえる。活用できるのではないか。 

・すべてではないが、コンビニエンスストアーは災害時に徒歩帰宅する人の支援（災

害時帰宅支援ステーション）となっている（出入口自動ドアに表示シールあり）。 

・飲食店が保管している食料品などが災害時に提供してもらえるとありがたい。 

 ・葬儀場は、１階部分が駐車場となっている。この場所を活用して、帰宅困難者支 

援施設や飲食料の提供場所など、様々な用途に利用できる可能性がある。また、 

会議室なども、一時的な休養場所としての開放が望めれば、重要な災害サポート 

拠点のひとつになる。 

・歩道が狭いのではないか。列車の運休などにより、京王井の頭線（新代田駅）や 

小田急線（世田谷代田駅）から降車してきた利用者が、安全に往来できるか不安 

がある。 

 ・災害時に、どのように環状七号線はなるのか。横断ができない可能性がある。 

 ・内装業者などの店舗がある。避難生活が長くなると、状況によっては、避難所自 

体の造りを変更する、というようなことも考えられるので、貴重な防災資源の一 

つといえる。 
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 ④ まちづくりセンターに戻ってグループワーク、発表 

   地区の真ん中を通る環状七号線、普段よく通る道だが、防災資源という視点で

見てみるといろんな発見ができた。 

 

 

 

（６）成果物 

  ・写真 

 

    

まちづくりセンターを出て環七を北側、南側に分かれて まちあるきスタート！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            まちづくりセンターで振り返り 

 

 
 

113



日　付

地　区

１－１）ご自身について（性別）

①男性 ②女性 ③未記入等

数 10 3 0

１－２）ご自身について（年齢）

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代以上

数 0 0 0 2 0 2 8 1

①会社員 ②公務員 ③団体職員 ④自営業
⑤パート・
　アルバイト

⑥専業主婦
　（主夫）

⑦無職 ⑧その他

数 2 0 0 2 1 2 6 0

②令和２年度 ③令和３年度 ④令和４年度

数 6 6 8

①十分できている ②ややできている ③どちらとも言えない ④あまりできていない ⑤まったくできていない

数 2 11 0 0 0

数 数

5 2

4 5

8 5

10

数 数

6 3

2 4

2 4

4

10

①今までと同じく、ワークショップ形式のグループで議論

②課題や対策のテーマ別に関わる関係者だけがそれぞれ集
まって具体的に議論

1

⑥地区のいろんな方のアイデアが集まって、自分たちで
できる災害対策が講じられた。

⑤災害時の地域の課題が、地区住民の視点から具体化さ
れた。

②自分の地域でどの程度の被害が発生するかわかった。

①自分の地域でどのような災害が起こりうるかわかった。

④地域防災の考え方（住民の目線から課題と対策を検討す
る）を学ぶことができた。

③災害時に自らがとるべき避難行動を理解することができた。

⑥行政の防災担当者により防災対策の実態に関する詳し
い説明

⑦参加した地域のいろんな方と関係性が作られた。

防災塾アンケート用紙（とりまとめ）

4　上記の「3」の理由をご自由にご記入ください。

１－３）ご自身について（職業）

2　今まで参加した防災塾の開催年度について

3　防災塾に参加して、地域防災について十分な意見交換や議論ができたと思いますか。

①令和元年度（平成３１年度）以前

5

⑦防災専門の先生や被災対応経験者を招いた防災の工夫
や事例に関する防災講演

③よりコアな少数のメンバーが集まって地区全体の課題と対
策をより具体的に議論

⑧地域の課題と対策について、いろんな地区住民から広
く意見がもらえる会合

⑨その他

（場所、時間による安全点検が必要）

④防災まちあるきや安否確認訓練などの体を動かす体験

⑤課題と対策のアイデアに関する他地区の防災活動の事例紹介

令和5年11月13日

新代田地区

・参加者のなかではできているが、なかなか地域展開ができない。

・地域の方々やNPOアクションの方と色々とお話しながら、まち歩きが出来ました。

・まち歩きをした後での議論なので、具体的な話が出来た。

・アウトプットを得る必要ありと思うため。

・町会内で話し合いが出来ている。

5　防災塾に参加して学んだことや気づいたこと

6　今後の希望する「防災塾」の進め方について
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数 数

3 3

5 2

4

①知っていた ②知らなかった

数 7 6

数 数

7 3

4 5

3 0

①継続して
参加したい

②都合がつけ
ば参加したい

③どちらとも
言えない

④あまり参加
したくない

⑤まったく参
加したくない

数 6 5 1 0 0

１1　「防災塾」のご感想や「災害対策や地区防災計画」に関するご意見・ご要望など、自由にご記入ください。

・医院、建設会社などとの連携も必要になってくるのではないか。

１0　防災塾に継続して参加したいと思いますか。

②初期消火や要配慮者支援等の地域の課題別の防災マップ作成

④検討した対策の実現に向け、地区全体の具体的なルー
ルづくりや担当決め

⑤全く知らない。

9　地区防災計画の今後の見直し・検証において、重点的に実施したいと思うこと

⑤計画に記載している課題と対策に加え、より多くの住
民視点からの課題と対策の追加

③検討した対策の実現に向け、協力関係者への声がけと対策
方法に関する話し合い

⑥避難訓練、消火訓練等、災害時の対策が実現できるか
体を動かした検証（実践）

①地域の課題に対し、防災まちあるきを通じた危険個所や地
域資源の発見と整理

②他所の地区で作成された地区防災計画を読んだことがある。

③防災塾で説明を聴いたことがあり、ある程度は知っている。

①地区防災計画作成のガイドラインを読んだことがある。 ④言葉は聴いたことがあるが詳しくは知らない。

・定期的な開催をお願いします。

・問題点に特化した対応

・参考になりました、ありがとうございました。

・昨年は在宅避難の準備などのお話でよくわかりました。今回はまち歩きで、また違う視点で発見がありました。何度も繰り返し続けていくこと
が必要ですね。

・実際の動きにつなげられるようになるとよい。

8　平成２９年3月より、地区防災計画を区HPに掲載していますが、ご存知ですか。

7　地区防災計画制度がつくられたが、本制度の内容はご存知ですか。
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防災塾 実施報告書 

 

北沢総合支所地域振興課 

北沢まちづくりセンター 

 

1. 実施日   令和６年１月２０日（土曜日）午前１０時～午後１時   

 

2. 場所    北沢タウンホール １２階スカイサロン 

 

3. 参加人数  ２８人 

 （北沢地区在住者２１人、あんしんすこやかセンター職員１人、 

区職員６人）                         

                                                                             

4. テーマ   「災害時の食事・口腔衛生を考える」 

 

5. 実施内容 

（１） 開会挨拶  地域振興課長 三浦 与英 

（２） 防災クッキング、試食、講義 

「日頃の備えや備蓄の工夫、ライフラインが制限された中での調理方法につい

て」 

 講師  防災クッキングアドバイザー  鈴木 佳世子 氏  

アルファ米、乾燥味噌スープ、切干大根のサラダを作成、試食 

（３） 講義 

① 「災害時でもできるオーラルケアの方法」 

 講師  第一三共ヘルスケア株式会社 古市 亜美 氏 

② 「人生 100 年時代におけるオーラルケア～いつまでも自分の歯でおいしい

ものを～」 

講師 第一三共ヘルスケア株式会社 松田 一成 氏 

（４） 質疑応答 

（５） アンケート記入 

（６） 閉会 

 

6. 成果物 

（１） 講義資料 

（２） 当日の様子（写真） 

（３） アンケート集計表
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講義資料   
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当日の様子 
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日　付 令和6年1月20日

地　区 北沢

１－１）ご自身について（性別）

①男性 ②女性 ③未記入等

数 3 15

１－２）ご自身について（年齢）

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代以上

数 1 2 3 7 5

①会社員 ②公務員 ③団体職員 ④自営業
⑤パート・
　アルバイト

⑥専業主婦
　（主夫）

⑦無職 ⑧その他

数 2 2 6 5 2

②令和２年度 ③令和３年度 ④令和4年度

数 1 1 2

①よかった ②まあまあだった ③よくわからなかった

数 17

数 数

3 1

14

数 数

3 1

③長すぎた

①令和元年度（平成３１年度）以前

1

6　上記「６」で「①もっと聞きたかった」、「③長すぎた」とお答えの方、具体的にどの部分でもっと聞きたい（または長い）と感じましたか。

5　講演時間はいかがでしたか。

③全体を通して①第一部

②第二部

防災塾アンケート用紙（とりまとめ）

4　上記の「3」の理由をご自由にご記入ください。

１－３）ご自身について（職業）

２　今まで参加した防災塾の開催年度について

3　講演内容はいかがでしたか。

60歳の時に急に歯が抜けたことがあり、またホームヘルパーで介護の仕事をしており、口腔衛生には特別の関心があった。

レシピを試してみようと思います。

1月1日の災害が他人事と思えなくなった。

実際の食事を作って食べたこと、災害時の工夫の話

日常を非常時に変えて使えるように学ばせて頂きました。ありがとうございました。

災害にあったとき、口腔の仕方を少しでも知っていればよいかなと思いまして

能登半島地震関連の報道が毎日流れる時だけに、災害及び避難所生活の関心が高まっており、タイムリーな内容だったから。

「災害時の食」レシピ　大変参考になりました。オーラルケアの大切さが理解できました。

災害が身近に感じるようになっていたので、とても知りたい情報でした。

②ちょうどよい

①もっと聞きたかった
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数 数

13

防災備蓄、料理にもっと真剣に取り組みたいと思う

数 数

2 5

1 7

9 8

6

もっと災害時のレシピがしりたいです

部屋の片づけ方

能登半島地震など最新の防災関連の事例紹介

１1　今後参加してみたいと思う防災塾について

数 数

2 8

7 5

6

5

12　「防災塾」のご感想やご意見・ご要望など、自由にご記入ください。

防災塾の講演はじめて参加しました。とても勉強になりよかったです。

⑤	防災専門の先生や被災対応経験者を招いた防災の工夫
や事例に関する防災講演

8　上記「７」で「①ある」とお答えの方、実践してみたいと思ったものを具体的にご記入ください。

7　講演内容について、今後、実践してみたいと思ったものはありましたか。

①ある ②ない

①	ワークショップ形式のグループで議論

１0　今後どのような講演（防災関連で）を聞いてみたいですか

②自分の地域でどの程度の被害が発生するかわかった。

⑤災害時の地域の課題が、地区住民の視点から具体化さ
れた

9　「防災塾」に参加して学んだこと

①自分の地域でどのような災害が起こりうるかわかった。

ポリ袋の料理（複数回答）

歯のケア（複数）

防災・災害に対してまだまだ真剣でない自分を反省。

⑥	地域の課題と対策について、いろんな地区住民から広
く意見がもらえる会合

洗口液使ってみたいと思います。

③災害時に自らがとるべき避難行動を理解することができた。 ⑦参加した地域のいろんな方と関係性が作られた。

避難所での過ごし方

非常時のトイレ、被災時の身体を動かすこと（エコノミークラス症候群）予防

避難所の運営

⑥地区のいろんな方のアイデアが集まって、自分たちで
できる災害対策が講じられた。

④地域防災の考え方（住民の目線から課題と対策を検討す
る）を学ぶことができた。

とても参考になりました。

とても学べました。ありがとうございました。

唾液を出しやすくする運動等知らなかったことが知れてよかった。

大変勉強になりました。地域の防災に今後の参考になりました。

北沢地区の防災対策という観点から「防災塾」の開催は大変重要だと思います。北沢防災訓練などとともに、今後も継続していただければ幸いです。

②	防災まちあるきや安否確認訓練などの体を動かす体験

③課題と対策のアイデアに関する他地区の防災活動の事例紹
介

⑦	その他

④	行政の防災担当者により防災対策の実態に関する詳しい説
明
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防災塾 実施報告書 

１ 日 時 

  令和６年３月５日（火）１４：００～１６：００ 

 

２ 会 場 

  梅丘パークホール（世田谷区松原６－３７－１） 

 

３ 出席者 

  ３１名（町会・自治会、民生委員・児童委員、世田谷消防団第１０分団、日赤松原分

団、学校、PTA、女性防災コーディネーター、区職員） 

 

４ テーマ 「在宅避難の考え方と避難所の役割・あり方  

～昨年度防災塾の HUG を振り返る～」 

 

５ 実施内容 

（１）講 演 (せたがや防災ＮＰＯアクション 宮崎 猛志 講師) 

「在宅避難の考え方と避難所の役割・あり方 ～昨年度防災塾の HUG を振り返る～」 

   

【要旨】 

１．在宅避難と避難所避難のメリット・デメリット 

メリット・デメリットは表裏一体であるが、避難所避難がメリットになる人に限 

り、避難所に避難すべき 

 ２．避難所の役割 

  ①避難所としての「避難生活場所」 

②（地域）支援者による「避難生活（在宅含め）支援」の拠点 

 ３．昨年度実施したＨＵＧで出された課題に対する対応例と考え方 

①避難所に避難してきた人に在宅避難を促す方法 

避難者に在宅避難を呼びかける看板を作成する  

避難所が自治運営であることの周知や、滞留者向けのメッセージも看板の活用 

②支援物資の配布ルールについて 

初期段階では支援物資は極力配布する 

足りない場合は優先度を決めて配布すべき 

③ペットとの避難について 

同行避難（避難行動を共にする）と同伴避難（避難生活を共にする）があり、 

国および区としては「同行避難」を推奨している 

同伴避難の代替として、ペットは在宅で管理する選択肢も考えられる 

④避難者をどのように運営に巻き込むか 

被災者の心理として、発災後数日から数か月の期間が、避難所運営に最も積極 

的に関わる「ハネムーン期」とされており、この時期に避難者に仕事を割り振 

り、運営に巻き込むことが重要 
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（２）避難所における課題について意見交換および発表 

【意見交換】 

避難所ごと３班に分かれ、下記の課題について意見交換を行い、発表を行った。 

 課題１ 避難所において人権派と現実派で対立しそうな課題   

      ・ホームレスが来た場合 

      ・酒臭い人が来た場合 

      ・保護者のいない子どもが来た場合 

課題２ 個人情報の取り扱いと開示する条件 

     ・ＤＶなどで名前を出してほしくない人への対応  

     ・避難者を訪ねて連絡が来た場合の対応 

 

（３）講 評 (世田谷消防署松原出張所 箱田 弘幸所長) 

災害時には即断即決を求められることが多くなるため、仮に判断を誤っても、後で 

リカバリーできる組織作りが望ましい。避難所運営委員会として、物資の備蓄に 

加え、知識・ノウハウの蓄積が大切である。 

今回の様に避難所運営委員で日頃から集まり、災害に備える取り組みを積み重ねて 

ほしい。 

 

６ 成果物 

  ・講演資料 

  ・記録写真 

  ・アンケート集計表 
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【講演資料】 
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【意見交換の様子】 
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日　付 令和6年3月5日

地　区 松原

１－１）ご自身について（性別）

①男性 ②女性 ③未記入等

数 17 4 2

１－２）ご自身について（年齢）

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代以上

数 2 6 11 4

①会社員 ②公務員 ③団体職員 ④自営業
⑤パート・
　アルバイト

⑥専業主婦
　（主夫）

⑦無職 ⑧その他

数 1 2 2 5 3 1 8 1

②令和２年度 ③令和３年度 ④令和４年度

数 5 7 12

①十分できている ②ややできている ③どちらとも言えない ④あまりできていない ⑤まったくできていない

数 6 14 2

・意見が活発に出たが、もう少し深く話せるとなお良かった

・宮崎さんの話が大変参考になり、みんなでの会話が活発にできている

・HUGの時間がもう少し欲しかった

・講師が熟練の方で、能登半島地震の支援等、実際に体験されたことでの講演なので、参考になることが多い

・実体験の講義は分かりやすく、避難所運営委員として役に立てたい

・まだ自分の中でまとまっていない、まだ覚えることがたくさんあります。

・全員から具体的、的確な意見が出た

・ワークショップ形式で皆さんの意見が聞け、交換できる

・新しい知識を得ることができた

・時間が足りませんでした

・テーマ１，２の内容についてやや理解できた

数 数

5 8

1 6

11 3

16

数 数

11 8

4 10

2 3

8

7

5　防災塾に参加して学んだことや気づいたこと

6　今後の希望する「防災塾」の進め方について

⑦防災専門の先生や被災対応経験者を招いた防災の工夫
や事例に関する防災講演

③よりコアな少数のメンバーが集まって地区全体の課題と対
策をより具体的に議論

⑧地域の課題と対策について、いろんな地区住民から広
く意見がもらえる会合

⑨その他（　　　　　　　　　　　　　　）

⑦参加した地域のいろんな方と関係性が作られた。

④防災まちあるきや安否確認訓練などの体を動かす体験

⑥地区のいろんな方のアイデアが集まって、自分たちで
できる災害対策が講じられた。

防災塾アンケート用紙（とりまとめ）

4　上記の「3」の理由をご自由にご記入ください。

１－３）ご自身について（職業）

2　今まで参加した防災塾の開催年度について

①令和元年度（平成３１年度）以前

7

⑤災害時の地域の課題が、地区住民の視点から具体化さ
れた。

②自分の地域でどの程度の被害が発生するかわかった。

①自分の地域でどのような災害が起こりうるかわかった。

④地域防災の考え方（住民の目線から課題と対策を検討す
る）を学ぶことができた。

③災害時に自らがとるべき避難行動を理解することができた。

⑥行政の防災担当者により防災対策の実態に関する詳し
い説明

①今までと同じく、ワークショップ形式のグループで議論

②課題や対策のテーマ別に関わる関係者だけがそれぞれ集
まって具体的に議論

3　防災塾に参加して、地域防災について十分な意見交換や議論ができたと思いますか。

⑤課題と対策のアイデアに関する他地区の防災活動の事例紹介
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⑨記述欄の内容

・宮崎氏が最後の最後に触れたジェンダー問題、課題です。

・能登の現実的な状況を実際に見ていらっしゃる講師のお話が、面白かったし役に立ちました。（支援物資のだぶつきなど）

・能登半島地震、東日本大震災等の実体験に基づいた講演

7　東日本大震災の経験を踏まえ、平成25年の災害対策基本法の改正に伴い、「地区防災計画制度」が創設されました。

　  本制度の内容をご存じですか。

数 数

4 7

2 1

4

8　今まで「防災塾」で皆様が議論した内容は、「地区防災計画」として取りまとめられ、

　  平成29年3月に世田谷区のホームページに公開されていますが、ご存知でしたか。

①知っていた ②知らなかった

数 6 11

数 数

5 3

8 4

7 3

①継続して
参加したい

②都合がつけ
ば参加したい

③どちらとも
言えない

④あまり参加
したくない

⑤まったく参
加したくない

数 8 10

１1　「防災塾」のご感想や「災害対策や地区防災計画」に関するご意見・ご要望など、自由にご記入ください。

・聞く側の問題点として、避難所運営について、町会に加入していない、地域の学校に通っていない人が多い地域でもあるので、

そういう人たちにもっと話を聞いてもらいたいです。

・自宅避難への考え方の変化を具体的に知ることができました。

・町内会の視点で地域を見ることができて今後の防災に役立った。

・大変役に立ちました

・今日の講師のお話は分かりやすく役立ちました。

・能登半島地震から2か月経って、未だに炊き出し対応しかできないとの話は残念です。もっと国、地方自治体が一体となった支援が必要では

・日本のような文明国で、未だに避難所の現状を見ると情けない気がします

・具体的な説明があって、具体的に討論出来て非常に有意義だった。具体的な問題に対して、対処法が具体的で良かった。

①地区防災計画作成のガイドラインを読んだことがある。 ④言葉は聴いたことがあるが詳しくは知らない。

②他所の地区で作成された地区防災計画を読んだことがある。 ⑤全く知らない。

③防災塾で説明を聴いたことがあり、ある程度は知っている。

③検討した対策の実現に向け、協力関係者への声がけと対策
方法に関する話し合い

⑥避難訓練、消火訓練等、災害時の対策が実現できるか
体を動かした検証（実践）

①地域の課題に対し、防災まちあるきを通じた危険個所や地
域資源の発見と整理

＜その他＞

１0　防災塾に継続して参加したいと思いますか。

②初期消火や要配慮者支援等の地域の課題別の防災マップ作成

④検討した対策の実現に向け、地区全体の具体的なルー
ルづくりや担当決め

9　地区防災計画の今後の見直し・検証において、重点的に実施したいと思うこと

⑤計画に記載している課題と対策に加え、より多くの住
民視点からの課題と対策の追加
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防災塾 実施報告書 

 

北沢総合支所地域振興課 

松沢まちづくりセンター 

 

 

（１）実 施 日   令和５年１２月１５日（金曜日）午後２時～４時４０分 

※事前に以下の日程で防災塾ワーキンググループを実施済 

①令和５年６月１６日（金曜日）午後２時～４時 

②令和５年９月４日（金曜日）午後２時～４時１５分 

（２）場 所  日本大学文理学部 本館２階 会議室Ａ・Ｂ 

（３）参加人数  ６１名（内訳：参加者５１名、講師２名、区職員８名） 

※他見学者２名 

（４）テ ー マ   松沢地区の避難所運営について 

（５）実施内容 

①開会挨拶 〈松沢まちづくりセンター 所長 乘松 敬子〉 

〈北沢総合支所 地域振興課長 三浦 与英〉 

②松沢地区防災塾の経緯と本日の内容について 

③講演「松沢地区における松原高校の災害時役割について」 

〈都立松原高校 校長 石野 隆 氏〉 

④各避難所運営委員会の活動・取り組みの発表 

・松沢小学校避難所運営委員会 

・赤堤小学校避難所運営委員会 

・松沢中学校避難所運営委員会 

・緑丘中学校避難所運営委員会 

⑤グループワーク・発表 

⑥講評 〈防災科学技術研究所 災害過程研究部門副部門長 李 泰榮 氏〉 

（６）成果物等 

①各避難所運営委員会の活動・取り組み 発表資料 

②グループワーク結果 

③当日の様子 
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成果物等① 各避難所運営委員会の活動・取り組み 発表資料 

〈松沢小学校避難所運営委員会〉 
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〈赤堤小学校避難所運営委員会〉 
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〈松沢中学校避難所運営委員会〉 
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〈緑丘中学校避難所運営委員会〉 
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○概要 

テーマ：「地域住民の防災意識を高めるために」 

①各団体で取り組めること、既に取り組んでいること 

②各団体だけでは難しいこと（団体間での連携や行政の補助が必要なこと） 

の２つに分けてグループ内で検討し、出た意見を発表いただいた。 

 

○グループ内の意見の発表 

【Ａ班】 

・課題は町会加入者間で意識の差があること、情報発信力が足りていないこと。 

・課題解決のために、住民全員が主体化意識を持つこと、意識の低い人にも進ん

で歩み寄っていくことが必要である。具体的には、子どもが参加するイベント

を増やしその親も巻き込んでいくこと、受け取り手のメリットを意識した情報

発信をすることを行っていきたい。 

【Ｂ班】 

・既にほとんどの町会で安否確認訓練を実施している。赤堤３丁目自治会では、

町会内の全住民に安否確認用の旗とポータブルラジオを配布した。 

・トランシーバー訓練は町会役員会や避難所訓練に併せて実施している町会もあ

る。一方、赤堤４丁目町会や松原三・四丁目自治会は、まだトランシーバーを

持っていないため、今年度中の購入を目指したい。 

・町会で発生したごみの捨て場所については、町会だけで判断できないので、ま

ち全体で協議する必要がある。 

【Ｃ班】 

・町会や避難所の活動について、関心が少ない方がまだまだ多い。まずは隣近所

と仲良くすることから始めるとよいと思う。今後、若い人をどう取り込むかに

ついて考えていきたい。 

・防災倉庫にはアルファ米などだけでなく、ワインやチョコなどの嗜好品もぜひ

入れてほしい。 

【Ｄ班】 

・水とトイレとトイレットペーパーの備蓄がとにかく大切である。引き続き家庭

への備蓄を促していく。訓練での啓発物品配布などを通して、住民自身で気づ

きを得てもらえればありがたい。 

・赤堤５丁目町会では、発災時にバイクを活用し、周囲との連絡・報告を行う計

画を立てている。 

・赤堤小学校では、在宅避難者も一度避難所に登録に来てもらうよう周知してい

る。在宅避難者への物資の配布について、町会単位では難しい部分もあるので、

成果物等② グループワーク結果 
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区で詰めて方針を示してほしい。 

【Ｅ班】 

・いかに訓練参加者を増やしていくのか、今後も検討が必要である。 

・避難所の運営は、町会員でない方も含めて避難者にも手伝ってもらう必要があ

る。 

・訓練等に学生が参加しているところもある一方で、関心がない、忙しい等の理

由で参加できていない学生もまだまだ多い。学校から積極的に声をかけてもら

いたい。 

・コロナで地域活動がストップし、何もせずに過ごせてしまった３年間だった。

今後、精力的に活動し、地域活動を取り戻していかなければならない。 

【Ｆ班】 

・ガーデンズでは、建物は安全で自宅に住み続ける前提の基、各自備蓄等の準備

を進めている。 

・安否確認訓練は実施している町会、実施していない町会様々である。実施して

いる町会では、屋外に出してもらった黄色いハンカチを町会員がチェックする

という方法で行い、参加率は約７割だった。 

・避難所の備蓄は十分でないことを住民にしっかりと理解してもらう必要がある。 

【Ｇ班】 

・安否確認訓練は、町会員以外や関心が低い方をどう扱うかが課題である。 

・高齢化で回覧さえ大変になっており、防災活動を周知することさえ難しい。今

後はいちのいちやラインを上手く活用していく必要がある。 

・赤堤小学校の訓練のように子どもの頃から訓練に参加してもらい、防災意識を

高めてもらうことが大切である。ＰＴＡにも声をかけ、親も巻き込んでいけた

らよい。 

・現在のマンホールトイレは使いづらいので、区で使いやすいものに改善してほ

しい。 

【Ｈ班】 

・地域の防災意識を高めるためには、積極的な訓練実施がまず大事である。町会・

避難所単位だけでなく、複数町会・避難所での連携実施も検討したい。 

・子どもに訓練に参加してもらい、小さいうちから防災意識を高めてもらうこと

が大切である。学校から地域へのボランティア参加を呼びかけてもらいたい。

子どもが参加すれば大人も参加するので、参加者が増えていくと思う。 
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成果物等③ 当日の様子 

会場全体の様子 

避難所運営委員会の活動の発表 

都立松原高校による講演 

グループ内で意見交換 

グループ内で出た意見を発表 防災科学技術研究所 李氏による講評 
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日　付 令和5年12月15日

地　区 松沢

１－１）ご自身について（性別）

①男性 ②女性 ③未記入等

数 25 12 6

１－２）ご自身について（年齢）

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代以上

数 0 1 1 0 7 11 17 1

①会社員 ②公務員 ③団体職員 ④自営業
⑤パート・
　アルバイト

⑥専業主婦
　（主夫）

⑦無職 ⑧その他

数 1 1 2 12 5 6 9 4

②令和２年度 ③令和３年度 ④令和４年度

数 11 12 14

①十分できている ②ややできている ③どちらとも言えない ④あまりできていない ⑤まったくできていない

数 5 25 1 8 0

・ご参加の方々の防災に対する意識が高く、驚きました。

・防災塾に参加の方々はとても良い意見をお持ちです。

・各避難所の活動内容を知って、今後に役立てる方向性を認識した。

・色々な地域の方からのお話、意見をうかがうことができた。（２名）

・各避難所の課題や共通課題を理解できた。

・グループワークの時間が短かった。（５名）

・話し合う時間の確保が十分な意見交換に繋がるのでは。

・中身の濃い意見の交流ができたと思うが、時間が少ない。

・色々な意見が出たが、時間が足りずに深められなかった。

・毎回のことですが、２～２時間３０分では時間が足りず、いつも後半ははしょりがちになって残念です。

・特定の決まった方の意見が大きすぎる。

・特定の方の話が長くて時間配分が悪い。

・活動報告とグループワークについて、時間配分と重要度の比重が合っていないように感じました。グループワークこそ時間をかけるべきと思いますので、

　タイムキープの厳格化を事前調整からお願いできればと思いました。

・テーマが多すぎる。もう少し絞った方が良いのでは。

・各町会がどんな活動をしているのか、そしてその理由というものを交換したい。

・現在解決できていない問題点が多い。（訓練参加者を増やすには、ごみ、トイレ、町会役員の不足 etc）

数 数

4 18

3 21

10 14

28

数 数

13 14

4 16

6 18

14

20

⑥行政の防災担当者により防災対策の実態に関する詳し
い説明

⑤課題と対策のアイデアに関する他地区の防災活動の事例紹介

1

①今までと同じく、ワークショップ形式のグループで議論

②課題や対策のテーマ別に関わる関係者だけがそれぞれ集
まって具体的に議論

④防災まちあるきや安否確認訓練などの体を動かす体験

⑥地区のいろんな方のアイデアが集まって、自分たちで
できる災害対策が講じられた。

⑤災害時の地域の課題が、地区住民の視点から具体化さ
れた。

②自分の地域でどの程度の被害が発生するかわかった。

①自分の地域でどのような災害が起こりうるかわかった。

④地域防災の考え方（住民の目線から課題と対策を検討す
る）を学ぶことができた。

③災害時に自らがとるべき避難行動を理解することができた。 ⑦参加した地域のいろんな方と関係性が作られた。

防災塾アンケート用紙（とりまとめ）

4　上記の「3」の理由をご自由にご記入ください。

１－３）ご自身について（職業）

2　今まで参加した防災塾の開催年度について

3　防災塾に参加して、地域防災について十分な意見交換や議論ができたと思いますか。

①令和元年度（平成３１年度）以前

12

5　防災塾に参加して学んだことや気づいたこと

6　今後の希望する「防災塾」の進め方について

⑦防災専門の先生や被災対応経験者を招いた防災の工夫
や事例に関する防災講演

③よりコアな少数のメンバーが集まって地区全体の課題と対
策をより具体的に議論

⑧地域の課題と対策について、いろんな地区住民から広
く意見がもらえる会合

⑨その他 （避難所の各担当の意見交換）

143



数 数

14 13

4 3

9 1

①知っていた ②知らなかった

数 18 19

数 数

8 12

12 7

16 13

①継続して
参加したい

②都合がつけ
ば参加したい

③どちらとも
言えない

④あまり参加
したくない

⑤まったく参
加したくない

数 11 25 2 0 0

１1　「防災塾」のご感想や「災害対策や地区防災計画」に関するご意見・ご要望など、自由にご記入ください。

・在宅避難で一か月分の薬を用意するために、世田谷区の方から医師会・薬剤師会などにそれを周知してもらうと良いと思いました。

・各町会の交流ができよかった。

・各地区の避難所の状況がわかった。また、そこに至るまでの各運営委員会の努力がわかった。

・登壇者は発表時間を守ってほしい。事務局が１０分間を計って残り時間をボードで掲示する等するべき。

・初参加ですが、参加してよかったです。

・もう少し話をするためには、テーマを絞って回数を多くするしかないか。

・地区内での横のつながりがとても重要と考えているので、有意義な集まりです。今後も継続をお願いします。

・各町会で行っている行動（アイデア）を持ち合わせることによって、より完成度の高い活動ができると思います。

・各地区の活動を知ることができてよかった。参考になった。

・完全なものは難しいのでできることからやればよい。

・アンケートの時間が少ない。

・講師の話をもっと聞きたい。（２名）

・講師の話が具体的でわかりやすかった。

・いつもありがとうございます。他町会の事例が学べて有意義でした。

・他の地域で参考にできる案があったので、それを聞けてよかった。

・赤堤小学校と松沢中学校で生徒対象の訓練に町会（避難所運営委員）が参加しているので、松沢小学校も学校の訓練に一緒に参加したいと思った。

・ボランティア団体との共同体制の構築をどうするか。

・支援物資の在宅避難者への配布方法のガイドラインがほしい。

１0　防災塾に継続して参加したいと思いますか。

②初期消火や要配慮者支援等の地域の課題別の防災マップ作成

④検討した対策の実現に向け、地区全体の具体的なルー
ルづくりや担当決め

⑥その他（町会でも家庭でも防災計画を作っている）

⑤全く知らない。

＜その他＞
・若手の育成が大切であると感じました。
・応急手当等の講習の推進。
・町会レベルの防災計画の策定を進めてほしい。
・要配慮者を避難所（要配慮者用の）への移動に協力していただけるメンバー・グループの作成を訓練。

9　地区防災計画の今後の見直し・検証において、重点的に実施したいと思うこと

⑤計画に記載している課題と対策に加え、より多くの住
民視点からの課題と対策の追加

③検討した対策の実現に向け、協力関係者への声がけと対策
方法に関する話し合い

⑥避難訓練、消火訓練等、災害時の対策が実現できるか
体を動かした検証（実践）

①地域の課題に対し、防災まちあるきを通じた危険個所や地
域資源の発見と整理

②他所の地区で作成された地区防災計画を読んだことがある。

③防災塾で説明を聴いたことがあり、ある程度は知っている。

8　平成２９年3月より、地区防災計画を区HPに掲載していますが、ご存知ですか。

7　地区防災計画制度がつくられたが、本制度の内容はご存知ですか。

①地区防災計画作成のガイドラインを読んだことがある。 ④言葉は聴いたことがあるが詳しくは知らない。
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